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【序】我々はこれまで，離れた共振器間において，片方の共振器に保持されている光を，断熱

遷移をもちいて任意のタイミングで，もう一つの共振器に転送できる方式を提案してきた[1]．こ

のような技術は，複数ビットをもつ光バッファメモリや，離れた量子ビット間の情報転送[2]など

への応用が期待される．今回，フォトニック結晶光ナノ共振器を用いて，提案している断熱的光

転送方式の実証を行ったので報告する．【方法】文献[3]と同様に，離れた光ナノ共振器間を導波路

を介して強く結合させるシリコンフォトニック結晶構造を設計・作製した(図 1 (a))．2つのナノ共

振器 A，B 間の距離は41 μmであり，作製時の Q値はそれぞれ約 60万，共振器間の結合強度は約

20 GHzであった．図 1 (b)に実験の概要を示す．初期状態では共振器 Aは Bに対して約 0.5 nm長

波長側にある．ここで，図 1 (a)の励振用導波路を通じて時間幅~3 psの信号光パルスを入射し，共

振器 Aのみを励振する．つぎに，波長 820 nmの制御光パルスを共振器 Aに面外方向から照射し，

バンド間吸収によってキャリアを発生させ，図 1 (b)に示すように共振器 Aを制御光パルス幅程度

の時間(~10 ps)をかけて約 1.1 nm短波長シフトさせる．このとき共振器 Aは B を跨ぐように変化

するが，この共振波長の変化速度が断熱的(変化速度 << 2×(結合強度)
2
)である場合，変化中の各

時点で２つの共振モードは結合による再構成によって反交差(点線)を示し続ける．その結果，共振

器 A に存在していた光は，図 1 (b)の黄色線に沿ってモードが変化することで，最終的に共振器 B

に転送されると期待される．【結果】実験結果を図 1 (c), (d)に示す．図 1 (c)中の(i), (ii)は，励振光

散乱およびエコーと考えられる．それらを除くと，時刻 100 psにおける励起の後，共振器 Aから

観測されていた光の漏れが，制御光の到達タイミングである 280 ps以降は観測されなくなり，代

わりに共振器 B から光の漏れが観測されるようになっている．また拡大図(図 1(d))から分かるよ

うに，当初共振器 Aに保持されていた光は，制御光の照射に伴って制御光の時間幅で徐々に共振

器 Bに転送されている．これらは断熱的光転送の成功を示す結果と言える．詳細は当日報告する． 
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Fig.1 (a) SEM image of fabricated device. (b) Schematic of the experiment. (c) Experimental result of light 

transfer and (d) close-up of the result around 280 ps.
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